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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、これまで十分に活用されてきたとは言い難い『四河入海』など日本に残る蘇軾の詩
の注釈を利用して中国では既に失われてしまった注釈の輯佚作業を進め、日中の蘇詩注解者がど
のように蘇詩を読んでいたのかを明らかにした優れた論考である。 
中国では優れた詩人の作品には、繰り返し注釈が試みられている。蘇軾も例外ではない。蘇詩
にあっては、特に南宋の趙次公注と施顧注が蘇軾に近い時代に作成された注釈書として重要視さ
れているが、ひとたび失われ復元が試みられている。施顧注については現在ほぼ全容を知ること
ができるが、趙次公注の輯佚作業はなお進行中であり、蘇軾研究における目下の重要な研究課題
の一つである。趙次公注輯佚に当たっての重要資料は、五山禅僧の抄物である。はじめにこれに
注目したのは小川環樹・倉田淳之助両氏で、『四河入海』から輯佚して『蘇詩佚注』（一九五六年）
を公刊している。ややおくれるが中国でも一九八〇年代になると王水照氏らが『四河入海』を紹
介するなど、近年注目を集めつつある分野である。 
本論文は、『四河入海』から『蘇詩佚注』を補正する資料を発見するのみにとどまらず、新た
に市立米沢図書館蔵『増刊校正王状元集注分類東坡先生詩』残巻、宮内庁書陵部蔵『王状元集百
家注分類東坡先生詩』に残された五山禅僧の書入れが趙次公注輯佚のための有力な資料となるこ
とを発見したのは、趙次公注輯佚作業に大きな進展をもたらす優れた業績として高く評価できる。
更に著者は、これらの資料について、まず文献学的調査を行い、次にこれらの書物に残された五
山禅僧の注釈を相互に比較検討したうえで、自らの趙次公単注本復元のための体例を提案し、こ
れに基づく復元案を具体的に提示したことは、趙次公注の完全な復元に向けての第一歩を記した
ものとして高く評価できる。 
また著者は、趙次公が蘇詩に唱和した詩（「和蘇詩」）をとりあげ、和蘇詩に附せられた趙次公
の自注（題注）が蘇詩解釈に重要な資料となり得ること、また蘇詩のもっとも早い時期の受容状
況を知る貴重な資料であることを明らかにしている。同時代の文献によってその総数・創作時
期・刊行と流伝について考察するとともに、『四河入海』諸本によって著者自ら和蘇詩四十八首
を題注も含めて輯佚校訂したことは、蘇詩研究に新たな可能性を開くものである。 
このように優れた論考ではあるが、なお課題も残されている。本論文において著者の精力は文
献調査と輯佚にそそがれており、これらの成果を使ってどのような作品理解が可能となるのかに
ついての考察は十分とはいえない。しかしこれは著者の今後の研鑽にまつものであって本論文の
価値を何ら損なうものではない。 
 
２ 最終試験 
 平成３０年１月１９日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席
のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結
果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
